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【評価機関概要（評価機関記入）】
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3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

1. ほぼ全ての利用者が

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

69
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

61
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

1. 毎日ある

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

1. ほぼ全ての利用者の

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php 筑紫野市郊外の田園地帯が広がる自然豊かな環境の中に、２ユニット定員18名のグループホーム
「おもやい」がある。隣接する母体医療法人の病院、老健施設、訪問看護ステーションとの連携で、２４
時間安心の医療体制を整え、重度化しても、最期まで安心の暮らしを支援している。食事は併設施設
厨房からの配食であるが、誕生月の利用者に食べたい物を聞いて、月に１、２回、ホームで作る「自炊
の日」を設け、食べる意欲を持ち続けてもらえるよう努めている。裁縫、調理、食器洗い、掃除、畑仕
事等、利用者の力を活かした役割や、屋内レク、外出レク等、楽しみごとの支援によって、利用者は自
信と喜びを得て生き生きと暮らしている。有資格者が多く、「困難な方を断らず、うちで挑戦させてもら
う」という管理者の思いを、職員の高いスキルとチームワークで支え、状態が改善し落ち着いた利用者
を見守る家族から、大きな感謝と厚い信頼が寄せられているグループホーム「おもやい」である。

評価機関名  特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

所在地  福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

訪問調査日 平成３０年０８月２３日

所在地 〒818-0032　福岡県筑紫野市大字西小田９９１番の１　　　　　℡ 092-919-7371

自己評価作成日 平成３０年０７月３０日 評価結果確定日 平成３０年０９月０４日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4093000042

　家庭的な雰囲気の中で、理念の「いきいき・のびのび・自分らしく」を職員全員が念頭に置
き、入居者一人ひとりに合わせた支援を心掛けています。また、母体の病院より医療的な
指導・支援を受けながら、入居者の方に安心・安全な日々を過ごして頂けるように努力して
います。

法人名 医療法人　せいわ会

事業所名 グループホーム　おもやい　　（ 東棟・西棟 ）

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会




















